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Abstract

　The　tropical　depression　passed　through　westem 　paft　of　Kamo 　distdct　from　even 童ng

in　August 　13th， 19990ver　the　I4th　evening ，　and 　it　suffered 　the　record −breaking　heavy
rainfall ．　The　heavy　rainfall 　was 　analyzed 　by　the　collection 　of　 the　amou 皿 t　of　rainfall

data　of 　the　precipitation　stations　in　the　Tanzawa 　area 　of 　Kanagawa 　Prefecture．　In
Aone　station　of 　the　north 　slopes 　in　the　Tanzawa 　Mountains

，
　iptegrated　of 　precipitation

of　531mm 　was 　observed ，　the　integrated　of 　precipitation　of 　400　n ｝m 　was 　observed 　over

east 　and 　west 　20　km ，　north 　and 　south 　10　km ．　Short　time 　heauy　rainfall 　was 　observed

even 　in　the　Kurokura 　River　basin　of 　the　sguth 　slope　in　the　Tanzawa　Mountains ，　and

the　water 　level　of 　the　Kurokura 　River　rapidly 　rose ．　The 　tent　was 　constructed 　by
camper 　in　the　middle 　sandbar

，
　since 　the　appeal 　of 　the　re 侮 ge　was 　not 　met ．　 It　was

isolated　in　risen 　middle 　sandbar ，　and 　18　persolls　were 　run 　in　the　muddy 　stream ．
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1．は じめ に

　 1999 年 8 月 13 ロ午後か ら 14 日夕方に か けて，

熱帯低気圧が 関東地方 の 西部 を 通過 し，群馬県 西

部か ら神奈川県西部に か け て の
一帯は豪雨 に 見舞

わ れ た （山田，1999）。 こ の た め，埼玉 県か ら東京

都を経て 東京湾 に 注 ぐ荒川 で は，記録的な 水位 を

観測 した （建設省関東地方建設局荒川 上流工 事事

務所 ・同荒川 ド流工事事務所 ，
1999 ：同荒川下流

工事事務所，1999）。 多摩川 で は増水 に よ り河原

や中洲 に 取 り残 さ れた人達が消防隊員に救助 され

た 。 さ らに，相模川や そ の 上 流 の 道志 川，酒匂川

卜流 の 玄倉川 で は 増水に より巾洲に取 り残 さ れ た

キ ャ ン パ ーが流 され る水難事故が相次 い だ （山北

町町役場企画課 ， 1999）。

　 こ こ で は，西関東地 方と くに 神奈川県 西部 の 丹

沢地方に おけ る豪雨の特徴を各種 の 気象観測施設

で 観測さ れ た降水量デ ー
タに よ っ て解析す る とと

もに，玄倉川流域 に お い て 発生 した水難事故を局

地的豪雨の 特徴 に基づ い て検討 した の で報告す る。

2。豪雨発生前後の 気象概況

　 1999 年 8 月 13 日 と 14 日 の 9 時に お け る地上

天気図 （（財） 囗本 気象協 会，1999c ）お よ び 13

囗 9 時か ら 6 時間毎の 気象衛星 「ひ ま わ り」の 赤

外画像 （高知大学気象情報頁，1999）を図 1 に 示

した 。 13 日 3 時に紀伊半島沖で 発生 した 熱帯低

気圧は，9 時に は東海沖を 時速約 20km で 北北

東 に 進ん だ （赤外画像 で 熱帯低気 圧 の 中心 は 十 で

表示）。 15 時 の 赤外画像 か ら は 中部地方か ら東海，

さ らに 関東地方で 積乱雲 が 勢 力を拡大す る様子が

うか が え る。 翌 14 日 3 時 に は熱帯 低気圧 が伊豆

半島沖 に 達 して い る 。 そ の 後，熱帯低気圧 は 進路

を北 に 変え て 神奈川県 西部 に 上陸 した 。 14 日 9

時の 赤外画像か らは熱帯低気圧 の 中心 は厚 い 雲域

に隠れ て判別す る こ とは難 しい 。 ま た ， 積乱雲を

含 む対流性 の 雲域が関東か ら東海地方 を広 く覆 っ

て い る こ とが赤外画像か らわか る。 14 日 15 時 に

は，熱帯低気圧 は北西進 して 長野県を通過 し， 15

口 9 時に は能登半島沖に 達 した （高知大学気象情

報頁，1999）。

　茨城県っ くば市 の 館野 （高層気象台）に お け る

1999 年 8 月 12 日か ら 15 日 に か けて の 風 向 ・風

速の鉛直分布を図 2 に 示 した 。館野 で は 13 日朝

まで 5m ／ s 以下 の 弱風が卓越 して い たが， 13 日

夜半か ら 700hPa 以下 の 高度で は南 よ りの 風 が

卓越 して い る。 熱帯低気圧が伊豆半島沖に 達 した

14 日 の 未明 に は，さ らに 東南 よ りの 強風が流入 し，

こ の 傾向は夜半まで継続 して い る 。 こ の よ うに，

】3 日夕方か ら 14 日未明に か けて は発達 した積乱

雲を含む対流雲域 と 14 日未明か ら夕方 に かけ て

は熱帯低気圧 の 通過 に伴い ，太平洋 か ら暖湿流 が

関東地方 に 流入し て ，西関東地方一帯で 豪雨 に 見

舞わ れ た と推察された 。

3 ．関東地 方に お ける豪雨の 特徴 と災害の

　　概要

　 ア メ ダ ス デ
ー

タか ら求 めた関 東地方 に お け る

1999年 8 月 13 日か ら 14H に かけ て の 積算降水

量 の 分布を図 3 に示 した 。 埼玉県 秩父地方 で は 2

日間の 積算降水量 が 400mm を 越え る豪雨 に 見

舞わ れ た 。 積算降水量 300mm の 地域も酉関東地

方に当た る群馬県南部，埼玉 県 ・東京都 の 西部，

神奈J［1県北部 の 広域に 及 ん で い る こ と が わ か る。

さ らに ，そ の 周辺部 で は東酉約 100km ，南北約

150km に わ た り 200　mm 以 ilの 積算降水量 が 観

測さ れて い る。

　豪雨 の 中心域で あ っ た埼玉県西部の 秩父 地方 に

位置す る秩父 （特別地域気象観 測所）お よ び 三 峰

（地域雨量観測所）に おける 1999 年 8 月 13 冂 か

ら 14 日に か けて の 時間降水量 と積算降水量 の 推

移を図 4に 示 した。秩父 で は 13 「［の 18 時か ら雨

が降 り始 め，未明 に は
一

時小康状態 に な っ た も の

の ，翌 14 冂 の 3 時 か ら強雨 に 見舞 われ て お り，

昼過 ぎ に は雨足 が さらに 強 ま り 14 時 に 時間降水

量 36mm を観測 して 夜半まで こ の 傾向は続 い た 。

積算降水量 は秩父で 449mm ， 三 峰 で は 468　mm

を観測 し，最 大 24 時間降水量 も秩父，三 峰で そ

れぞれ 427mm ，458　mm を記 録 した 。 と くに，

三 峰 で 観 測 され た 14 日 の 日 降水 量 440mm は

1979 年の 観測開始か らの 21 年間で 観測史上第 t

位 を 更新 す る 記録的な豪雨で あ っ た 。

　本豪雨に 伴う人的被害お よ び建物被害の 状況
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お ・ び 13 ・ ・時 ・ … 鶸 ・ 気・鯉 … わ

（消防庁，1999）を 表 1 に示 し た。熱帯低気圧 に

伴 い 1999 年 8 月 13 日 か ら 14 日 に か け て 発生 し

た豪雨に よ り，全国で 死者 ・行方不 明者 が そ れ ぞ

れ 16人 ・2 人 に 及 ぶ人的 被害 が 発生 した 。 と く

に，神奈川県で は玄 倉川 で 死 者 13 人，道志 川 で

死者 1 名 ・行方不 明者 1名と水難事故に よ り多 く

の 人命が奪われ る大惨事 とな っ た。住家 の 被害は ，

埼玉県で は床上浸水が 300 棟を越 え て 浸水被害は

2000 棟に も達 した 。 群馬県 ， 長野県な どで も住家
の 浸水 が 500 棟を 越え て お り，熱帯低気圧 に 伴 う

建物被害 は全国で 約 4000 棟に も及 ん だ 。
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図 2　館野に お け る 1999 年 8 月 12 日 か ら 15 口 に

　　 か けて の 風向 ・風速 の 鉛直分布 （短 い 矢羽は 5
　 　 m ／s，長 い 矢 羽 は 10　rn／sを示す）
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図 3　 関東地 方 に お け る 1999 年 8 月 13 日 か ら 14

　　　日に か けて の 積算降水量 の 分布
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図 4　 埼玉県 の 秩父 （特別地域気象観測所） お よ び

　　 三 峰 （地 域 雨量 観測所）に お け る 1999年 8 月

　　 13R か ら 14 日 に かけて の 峙問降水量と積算

　　 降 水量 の 推 移

4 ．神奈川県西部に お ける降水量観測の 概

　　要 と豪雨 の 特徴

　4．1 神奈川県西部にお ける降水量観測 の 概要

　神奈川県西 部 で も 8 月 13 日 か ら 14 日 に か け

て 記録的豪雨に見舞われ ， 丹沢山系 に 源 を発す る

玄倉川 や 道志川 で 水 難事故 が相次 い だ。そ こ で ，

神奈川県西部 の 降水状 況 を詳細 に 解 析す る た め，

県西部 の 概要 お よ び各種機関 が 設置 して い る 降水

量観測地地点 を図 5 に 示 した。 丹 沢 山系 は蛭 ケ 岳

1673m を 最 高峰 に 1000　rn を 越 え る 山系 が 東西

に連な っ て い る。 山系 の 南斜面に 山北町，松田町，

秦野市 ， 北斜面に は津久井町 ， 道志村 （山梨県），

東緝面 に は清川村 が位置 して い る 。

　気象庁の ア メ ダ ス 観測地点 に おけ る降水 量 の 観

測 は，相模川流域で 上流か ら相模湖，海老名，平

塚 で ，酒匂川流域で 丹沢湖，小田原 で 実施 され て

い る （横浜地方気象台，1996）。
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表 1　1999年 8 月 13 日か らの 大雨 に よる被害状況 （消防庁，1999年 8 月 30 日現在）

死者　行方 不 明　重傷　軽傷　　全壊　　半 壊　
一

部 損壊 床上 浸水 床 下 浸 水 　公 共 施 設　その 他

　　　　人 的被害

（人 ）　 （人 ）　 （人）　 （人）　 （棟） （棟｝

宮城 県

福 島県

茨城 県

群馬 県

埼 玉県

千 葉 県

東京都

神奈川 県

福井 県

山梨県

長野県

1

14

1

1

1

13

3

22 ρ
02

工

4

住家被 害　　　　　　　　　　非住家被害

（棟 ）　　 〈棟 ）　　 （棟）　　 （棟）　　 （棟 ）

　 　 　 　 　 　 6　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

91

1

422

89312

4馬
65
375

114

　 1
　 44331

，680
　 6
　166

　 37305

　 2664

づ
ー

1

5G　

／

1
合計 16 216 413 19686 　　　3，322 1 19

図 5　神奈川県西部に お け る降水量 観測地点 お よ び 1999 年 8 月 13 凵か ら 14 日 に か け て の 積算降水量 の 分 布

　丹沢山系の 南側 に 位置す る rl亅北町 に は，酒匂川

支流 の 玄倉川，河内川，世附川流域 に 熊木，玄倉 ，

箒沢，水 ノ 木 ， 石割，須走 の 雨量観測所が 神奈川

県企業庁利水局に よ り設置され て い る 。 さ ら に ，

3 っ の 河川が流 れ込む丹沢湖 の ＝ 保 ダ ム （1978 年

完成）管 理 事務所 （神奈川県企業庁利水 局所管）

に も雨量観測所 （気象庁の 丹沢湖地域 雨量観 測所

は 同事務所内 に 設置）が設置さ れ て い る 。 北斜 面
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に位置する津久井町 で は青根と南山，相模川支流

の 道志川流域に は赤倉と道志 の 雨量観測所が 設置

されて い る 。 これ以外に，県上整備部で は箱根地

域を は じ め と して 各土木事務所で 降水量 の 観 測 を

実施 して い る （神奈川県，1999）。

　環境農政部で は農林水産系 の 試験研究機関 に気

象観測 ロ ボ ッ トを独自に 設置 して い る （農林水産

情報 セ ン タ
ー，1999）。 また ， 自然環境保全 セ ン

タ
ー（森林研 究所 を 2000 年 4 月改組）研究部 で

は丹沢山系に独自に気象観測サ イ トを設置 し て い

る （中嶋，2000）。

　 こ の よ うに，気象庁の ア メ ダス 観測網以 外 に も

神奈川県 の 各機関で 雨最を中心 に気象観測 が 実施

され て お り，こ れ らの 降水量 デ ータ を収集す る こ

と に よ り丹沢山系で発生 した豪雨 の 特徴を 詳細 に

解明で き る もの と考え られ る。

4．2　丹 沢湖 と相模湖 に おける豪雨 の特徴

　 ア メ ダス の 丹沢湖 （地域雨 量観 測所）および丹

沢湖か ら北東 に 約 25km 離れ た相模湖 （地域雨量

観測所）に おける 1999 年 8月 13日か ら 14 日 に

か けて の 時間降水量 ，
10 分間降水量 と そ の 積算

降水量 の 推移 を図 6 に 示 した。丹沢湖 で は 13 日

夕方か ら降 り始め，夜半に い っ た ん 雨足が収ま っ

た もの の ，14 日未明か ら再 び雨足が強 まり 9 時

か ら 10 時に は時間降水量 38mm を観測 し，夕方

ま で 20mm 以上 の 時間降水量 が 連続 した。こ の

豪雨 に よ り，2 日問 の 積算降水量 も 271mm に ま

で 達 した。と くに ，14 円 は 8 時か ら 10 時に か け

て の 2 時問 は 10 分 間降水量 が約 10mm に 達 す

る な ど著 しい 強雨 に 見舞われ て い る こ とがわか る。

　相模湖 で は，丹沢湖 を上回 る 降 水量 に 見舞 わ れ

て お り，i4 日は 6 時か ら 18 時 まで の わずか 12

時問 で 250mm の 降水量 を観測 し た。と くに， 9

時か ら 13 時 に か け て 10 分間降水量が 9mm と

な っ た の を最高に ， 10 時か ら 12 時ま で の わず か
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3 時間で約 100mm を観測す る著 しい 降雨に見舞

われた 。

　丹沢湖に お い て 本豪雨 に より観測さ れ た 降水量

を過去の 観測記録 と比較す る た め，丹沢地方 に お

い て 1960 年か ら 1999 年 まで の 40 年間 に 発生

した豪雨の 特徴 と県下 の 被害状況 を表 2 に 示 した 。

ア メ ダ ス の 丹沢 湖地域
．
雨量観 測所は，1984 年 4

月に現在の 二 保ダ ム 管理事務所内に移設 して お り，

こ れ以前は玄倉川第 1 発電所 内 に 玄倉地域雨量 観

測所 （1976 年 5 月〜1984 年 3 月），玄倉乙種 観

測所 （1958 年 6 月〜1976 年 4 月）が 設 置 され て

い た。 また，二．保小学校内に は人仏甲種観 測所 が

1950 年 1 月〜1975 年 3 ∫］ま で 設 置 され て お り

（横浜地方気象台，1996），こ こ で は ア メ ダ ス が 整

備 さ れ る 以前 の 玄倉や大仏 の 降水資料 も極殖解析

に 用 い た 。

　本豪雨に よ り観測 され た 1999 年 8 月 14 口 の

日降水最 229mm は，過去 40 年間で 13 位 の 記

録 で あ る 。 1972 年 7 月 11 日 の 425mm を最高

に，囗降水量 が 200mm を越 え る観測記録 は 17

回 も観測さ れ て お り，今回観測 され た規模 の 豪雨

は，丹沢湖 で は比較的頻繁に観測さ れ て い る こ と

がわか る Q

　l961 年 6 月 24 日 か ら 29 日 にか け て 梅 雨前 線

に伴う積算降水量 564mm （大仏甲種観測所） の

記録的 な豪雨 （36 ．6 豪雨）に よ り，県内各地 で 浸

水，がけ崩れな どの 被害が 発生 した。

　 1972 年 7 月 11H か ら 12 日 に か け て 玄倉 （乙

種観測所）で 日降水量 425mm
， 積算降水量 476

mm の 記録的豪雨に よ り，西部 の 山岳部 で は 甚大

な人 的被害，住家 の 損壊 ・ 浸水被害 に 見舞われ た 。

とくに，丹沢湖に注ぐ河内川流域 で は土 石流が発

生 し， 死 者 ・行方不明者が 6 人 ・3 人 に 及 ぶ 大惨

事 とな っ た 。 1972 年は 9 月 に も前線 と台風 20 号

に よ り豪雨 に 見舞われ，西部 の 山 岳部や 山間部を

中心 に 人的 ・住家被害が 発生 した。

　 1979 年 10 月 に は台風 20 号に よ り県下全域で

浸水被害 が 発生 し， 豪雨に よ りが け崩れ が 相次 ぎ

4 名の 死者 が発生 した 。 1983 年 8 月中旬 に は台

風 5 ・6 号に よ り積算降水量が 丹沢湖 で 739mm ，

相模湖 で 478mm に も及 ぶ 著 しい 豪雨 に 見舞わ

れ た が，西部を中心 に住家の浸水被害は 比 較的少

な か っ た 。

　 1991 年 は台風 18 号 に よ り 2 日間 で 約 300

mm の 降水 に見舞わ れ，県内全 域 で 住家 の 浸水が

2060 棟に も達 した 。 1998 年 8 月末 の 北関 東 ・南

東北豪雨で は，約 700mm の 積算降水量を観測 し

て い る 。

表 2　 1960 年以降に 神奈川県丹 沢地方で 発 生 した 豪雨 の 特徴 と県下 の 被害状況

西暦 月 日 種類 　 丹訳湖

N降水量（  ）

積算降．水 量
．
（mm ）　　人的被害　　　住家被害

丹沢湖　　相模湖 死 者行方 不明者 損壇　浸水

主な被害地 娥と状況

196E〔昭和 36）年　6月 24阿
〜29日　　　 前線

凪965〔昭 和 40＞年 　 8月 21日〜22 冖　　 台風 17弓
・

196δ〔昭 和 4D 年 　9月 2d 日
〜25日　　 含 風 Zfi号

22514〔28日）

24311（22日〕

21215 （24日）

S64　 ＞

331 　 ＞

212　 ＞

墾1 ：

且85　　 　 9
］971〔昭和46｝年 8月 1．O日〜9月且日　　 台風 23 号

．
1972 （昭和 47｝年 　了月 ll日〜「2目 　　　前線

1972（昭 和 47｝年 　9月 14日〜L7R 　 前線 ・台風 20号

19T9〔昭和54）年　1D月 IS日
〜190 　　 台風 20号

3292（30日｝

425ヱ（11臼，

20517（16日）

25B9〔19口 ）

373
≧

476 　 ♪

d53　 ＜

332　 ＞

2了3955252772654

一
7

1　：6T　 52，147全域で浸水，が け崩 れ，住家 の 倒塵
・−

　　 6　 3，IOI 箱根地方 を中心に大雨

王 L249 　 685 西部で 強風
・大 雨 による住家倒壊，浸水 ，がけ崩れ

一
　　　 83

　　 102
−

　 　 　16

− 2，0z4

IA31 西 部で 浸水，が け崩 れ

4，641 西部 の 山岳部，とくに酒 勾川 上流で土 石 流

1，66 了 西部 の 山 岳部，［ei間部 を中心 に浸 水，が け崩れ

1．965 全域で 浸水，が け崩れ
Tq．　S2〔昭和 57〕年 7月 31 日〜8月 2 日　台風 田 号・前線 　　　 2696〔1日）　　　 S79　 ＞

1983〔昭和58）年　B月 15ロ ー−18日　　 台風 5・6号　　2924（17日）
・2696〔15日）　 739　＞

1989〔平成元）年 　8月26日
〜27日　　 台風 L7弓

．
　　　　 2fig6〔27口）　　　 271　＝

3224782Tl

且990（Pt．成 2）年．　 8月 90 ー−le日

且99ユ（平成 3｝隼　 8月20R〜21日

且991（平成 3）年 　9月 18日 〜19日
1998（平成 10｝年 　8月27 日

一一31日

199S〔平rkle〕年　 9月 t5日 〜16B

台風 llP．
台風 12号

台風 18号

　前線

台風 5号

2SO5（10目）

25σ加〔20日，

2431］〔19目）

3113〔3．O 日，

21215〔16日）

382　 ＞

283　 ＞

28了　 ≒

691　 ＞

268　 ≒

31922fi283522

呂63

／

2

：
51

？ 1二1講 鞭 纛
目模韓 風 により欝 礁

一
　 　

一
　　 　9 西 部山間部を中心に大 雨

5　
3
「”

1999〔平成ll）年　8月 13日〜14日　　熱帯低気圧 　　　　　　　　　　　　271　＜　348　　14　　　 1　　2　 130西 部の道志川 ・玄 倉川で水難事故

　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 降水量 の月 準平 年
．
値 7月　 196．5 ＞ 142．4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1979 年
N1990

年）　8月　　　338．5 　＞ 　295．5
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9 月　　28L4 　＞ 　251 ．4
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10月　　　177鹽6　≒　　正72．8
ここで は 、丹沢湖 〔地 域雨量観測所1に お い て 日降水量 2DOmm 以上を観測した 目を対 象とした ．
丹沢 湖 は ・ig61”一は 大仏 岬 種騨 1所）・1962 −−19761Pl は 玄創 乙 種観漸 ｝，1976〜1刪 年は 玄倉 〔繍 雨量観 測所 ｝，19呂姻 ・三 zas 務所に 移糺 た デ

ー
タを使 肌 た．

相 模湖は ．1961〜且978ijは 与瀬（甲種観測所）。
丹沢湖の 1ヨ降水 量 〔mm ）の 順位 〔196 且年 〜1999年）を帋 字で示 した。
人 的・住 家被害は 、神奈川県全体の 数値であ る。破損は 全壊と半壊の 合薯」

．，浸永は 床上浸水と床 F浸水の 合計 であるe
人 的および住家被 害は ，神 奈川 の 気象百年 〔横浜地方気象台．1996）tsよぴ 気 象庁 の 異常気象報告を参 照した。

　 10 西部山間部を中心 に大 雨

　 65 西 部を中心 にがけ崩れ

2．060 全 域で浸永，が け崩れ

　59 西 部を中心 に 大雨

　 ［4 蒐 部を中心に土砂崩れ
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　以上 の よ う に，本 豪雨 と 同時な 規模 の 豪雨は，

こ の 40 年間 か な りの頻度 で発生 し て い る こ とが

わか っ た 。 また，丹沢湖 と相模湖 の 降水量を 比較

す る と，今回 の 観測値を除い て 豪雨時に は相模湖

と比 べ て 丹沢湖 で 積算降水量が 多く観測さ れ て い

る こ と が 明 らか に な っ た 。 ア メ ダ ス の 8 月 の 準平

年値 を比較す ると，丹沢 湖 で 338．5mm ，相模湖

で 295 ．5mm と
， 丹沢湖 が 約 15 ％ も多雨 で あ り，

こ の 傾向は 7 月や 9 月 で も ほ ぼ 同様 で あ る こ と が

わか る 。

　4．3　神奈川県西部に おける豪雨の特徴

　神奈川県西部に お け る今同 の 豪雨 の 特微 をみ る

た め ， 降水量 の 観測を実施 して い る各種機関か ら

収集 した降水量 データ をもとに，1999 年 8 月 13

日か ら 14H に かけて の 積算降水量 の 分布 を図 5

に示 した 。 丹沢山系 の 北斜面に位置す る津久井町

の 青根 で は 2 日間 の 積算降水量が 500mm を越

え る記録的豪雨を観測 して い る 。 400mm の 降水

ラ イ ン も丹沢 山系の 南斜面 に 位置する山北町 の 箒

沢 か ら清川村 と津久井町 の ほぼ全域，相模町 か ら

藤野町の 南部に か け の 東西約 20　km ，南 北約 10

km の 広域 に わた っ て い る 。 こ の 積算降水量の分

布は ，
ア メ ダス デ

ー
タか ら求 め た 図 3 の 分布図 と

は大 きく異 な っ て お り，本豪雨は丹沢山系 の 北斜

面 に 当たる津久井町 の 南西部を中心 と し て ， きわ

め て 局地性を もっ て い た こ と が 明 らか に な っ た。

こ こ に は示 して は い な い が，レ
ーダー ・

ア メ ダス

解析雨量 （  気象業務支援 セ ン タ ー，1999b ）か

らは，熱帯 低気圧 が 丹沢 山系を通過 し た 11 時前

後に激しい 雨を もた らした こ とが確認 で きる 。

　そ こで ， 相模お よ び丹沢地方 に お け る降水量観

測地点と 1999 年 8 月 13 日 か ら 14H の 熱帯低 気

圧 に伴う降水 の 状況 を表 3 に示 した 。表 中 の 上段

は丹沢地方 に お い て 8 月 13L 」か ら 14 日 に お け

る 2 日間 の 積算降水量 400rnm 以 ヒの 地点 ， 中段

は相模町 の 相模湖，下段は山北町 の 玄倉川 と丹沢

湖 に 位置す る降水量観測地点を示 し て い る 。 積算

降水量の 7 位ま で は丹沢山系の 北 お よ び東斜面 に

設置 した地点 で 観測 さ れ て お り， 相模川 の 支流に

位置 して い る 。 今回 の 熱帯低気 圧 に伴う豪雨で 13

名が水死す る水難事故が発生し た玄倉川の流域で

は，囗降水量 ， 積算降水 量，最大 1 時間 降水量 の

い ずれ の 観測値 も相模川 水系 と比較 して 少な く，

こ の傾向は熊木 ， 玄倉 ， 丹沢湖 （三 保） の 順 に 玄

倉川 L流か ら下流 の 丹沢湖 に 沿 っ て 低 くな っ て い

る こ とがわか る 。

表 3　相模 お よ び丹沢地 方 に お け る降水量観測地点 と 1999 年 8 月 13 日か ら 14 日 の 熱帯低気圧 に伴う 降水の 状

　 　 　況

順位　市町 村 河 川水 系 観測所名　観測機関　記 号
1
　　　 日降水 量　　　　積算降 水量

2
最 大1時 間

番号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月 13 日　　 8月 14日　　　 〔mm ）　　 降水 量（MIJI ）

12345678津 久井 町

津久井 町

藤 野 町

道志村

清川 村

清 川 村

清 川村

山 北町

相 模川

相模川

相 模川

相模川

相模川

相 模川

相模 班

酒 匂川

根

山

志

倉

洞

平

掛

沢

青

南

道

赤

大

堂

札

箒

　企 業庁　　△

　企業庁 　　▲

　 企業庁 　 　 ▲

　企 業庁 　　▲

環境 農政 部　 ○

環境 農政 部　 ○

　企 業庁 　　△

　企 業庁　　▲

1100653

臼

65663337 47043038036238238238432753弖

481440422418417417405

4199660355434444

相 模湖 町 相模 川　 相模湖　　気象庁　　 ■

相模 湖 町 相模 弼　 相模湖 　　企 業庁　 　 ▲

ρ
Q74亠
4

302291 884333 7533

山北 町　 酒 匂川

山北 町 　 酒 匂川

山北町 　酒 匂川

山北 町 　酒 匂川

熊木 　　 企 業庁 　　▲

玄 倉 　 　 企 業庁 　 　 ▲

丹 沢 湖　　気象庁 　　田

三 保 　 　 企 業庁 　 　 ▲

2321尸
0744 310276229215362349271256 10863333

互
記 号は，図5と

一致する。
2
積算 降水 量 ：8月13 日

〜14 日の 積 算降水 量。
▲ ：神 奈川 県企 業庁，O ：神奈 川 県環境 農政 部 （自然環 境保 全セ ン タ

ー），匿 ：気象 庁ア メダス 観測 地点 n
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5 ．丹沢地方に お け る豪雨の 特徴

　5．1 丹沢地方に お ける時間降水量の 推移

　 1999 年 8 月 13 日か ら 14 日に か けて の 丹沢山

系に お け る短時間豪雨 の 状況 を み る た め，北斜面

に位置する道志川流域の 青根，南山，道志，南斜

面 に 位置す る 箒沢 に おける時間降水量 と積算降水

量 の 推移を図 7 に 示 した。青 根 で は， 13 囗夕方

か ら降 り出 した雨が 14 日未明か ら強雨 とな り，

時間降水量 30mm の 豪雨が 約 10 時間 も継続 し

て い る 。 時間降水量の 最大値は 14 時か ら 15 時 に

か け て 54mm を 観測 し， 14 日の 日 降水量 も 470

mm ，最大 24 時間降水量 も 515mm に ま で 達 す

る な ど記録的な 集 中豪雨 に 見舞 われた。南 山や道

志 で も青根 と ほ ぼ 同様 な豪雨 の 状況 に あ り， 14

日の 日降水量 は南 山，道志 で それぞれ 430mm ，

380mm ，最大 24 時問降水量 も南山，道志 で そ れ

ぞ れ 462mm ，423 　mm に達 し，時間降水量 も両

観測地点で 50mm 前後 の 豪雨 に見舞わ れ た 。 丹

沢湖に 注 ぐ河 内川水系 の 箒沢 で は 13 日の 19 時

に 44mm の 短時間豪雨に 見舞われ たが ， そ の 後

は
一時小康状態 を保 っ た。しか し， 14 日 未明 か

ら再び降水に 見舞 われ，6 時か ら 18時ま で の 12

時間 で 約 300mm に も達 し， 最大 24 時間降水量

も約 400mm に 及んだ 。

　5．2　水難事故発 生時の 玄倉川流域 に お け る豪

　　　 雨 の特徴

　丹沢山系 の 南斜 面 に お け る玄倉川 お よ び 河 内川

流域の 雨量 観測所，水位観測所 ， ダ ム ，発 電所，

水難事故 の 発生位置などを図 8 に示 した 。 玄倉川

は丹沢山系 の 南側 に 位置 し， 集水面積 は 上流 に 設

置 され て い る 熊木 ダム で 1　1．6　km2 ， 中流の 玄倉ダ

ム で は 23．5km2 で あ り，河川長 が 約 10km の 玄

倉川 は三保ダ ム に よ り堰き 1ヒめられて 作 られ た 丹

沢湖に注 い で い る 。 熊木 ダ ム ，玄倉 ダ ム の 両 ダ ム

とも堤休高 15m の きわ め て 小規模の ダ ム で あ り，

調節池 の 有効貯水容量 もそれ ぞ れ 3．8 万 m3 ，4．2

万 m3 に 過 ぎな い 。熊木ダム の ド流約 300m 左 岸
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に熊木雨量観測所，そ の 約 5km 下流 の 玄倉 ダ ム

の 上流約 300m 右岸 に 玄倉雨量 観測所，さ らに約

5kmF 流 の 玄倉第 1発電所 の 上流約 100m 左 岸

（立間堰堤）に玄倉水位観測所 が設置され て い る 。

　熊木 と玄倉の 両雨量 観測所 に け る 時間降水量，

積算降水量 の 推移 ， 玄倉 ダ ム の 流入量 と放流 量，

玄倉水位観測所 に お け る水位の 推移を図 9 に 示 し

た。熊木 ダ ム に 近接す る熊木雨量観測所 の 降水 量

は同様に丹沢山系 の 南斜面に位置す る箒沢 よ りも

や や 少雨傾向 に あ っ た もの の ， 14 日 の 口 降水量

は 310　 mm ，最大 24 時間降水量 も 337　mm に 達

した。こ の 観測値は，熊木か ら約 9km 西 南西 に

位置す る丹沢湖地域雨 量観 測所 （ア メ ダ ス 地 点）

の 約 L2〜1．3 倍 の 降水量 で あ っ た 。

　熊木 ダ ム か ら ド流 に約 5km 下 流 の 玄倉 ダ ム に

近接す る玄倉雨量観測所で は ，
13 日 15 時 か ら 降

水が観測 され始め，18 時か ら 20 時は 時間降水量

が 20mm を越 え る強雨に見舞わ れ た 。 しか し，

そ の 後は 23 時か ら翌 14H の 1 時 ま で 降水 は 観

測さ れなか っ た 。 2時か らは再び雨が 降 り姶 め，

8 時に は時間降水量が 2Qmm を越 え，口中に降

水は やや小康状態 を保 っ た もの の 夕方 に は約 25

mm の 強雨が 4 時間も継続 して い る 。 積算降水量

も 13H 夜半 に は約 70mm で あ っ た もの が，水難

事故が発 生 した直後 の 14 口 12 時に は す で に 約

230mm に 及 ん で お り，さ らに 夕方に は 350　mm

に も達 し た。

　玄倉ダ ム で は ダム に 係 る直接的な集水地域 の 全

部 ま た は
一
部を含む予報の 対象地域 と して ，大雨

警報な どが発表された際 に は洪水警戒，大雨注意

報 な どが 発表さ れ た 際に は予備警戒 を実施 して い

る。横浜地方気象台が 13 日 16 時 50 分 に 大雨雷

注意報を県内全域に発表 した た め
， ダム へ の 流入

量 の 増加 を予測 し，ダ ム か ら の 放流 を決定 した。

この た め，玄倉 ダム を管理 す る神奈川 県企業庁利

水局の 足柄発電管理事務所職員 に よ り 玄倉川 の 河

難
灘
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図 8　玄倉川 お よ び河内川流域の 雨量観測所 ， 水位観測所，ダ ム ，発 電 所，水難事故 の 発生位置
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図 9 　熊木 と玄倉 の 両雨量観測所 に け る 時間降水量，
　　 積算降水量 の 推移， 玄倉ダ ム の 流入量 と放流量 ，

　　 玄倉水位観測所 に お け る 水位 の 推移

原で テ ン トを 設営 して い る キ ャ ン パ ーに対 し て 再

三 に わ た り避難の呼び か け を行 っ た 。 しか し，被

災 した キ ャ ン パ ー
は こ の 呼びか けに は応 じず 避難

し よ う と は しな か っ た。翌 日 14 日 8 時過 ぎ の

119番通報 に よ り 9 時 7 分に 足柄 ．ヒ消防本部 消防

隊員が，27 分 に は 松 出 署員 が到着 した が，豪雨

に よ る増水 に よ り救助活動 は困難 を極め た 。

　熊本 ダム お よ び 玄倉 ダ ム の 降水量 に は，］4 日 8

〜10 時，15〜18 時 と ほ ぼ 同様 な 2 っ の ピー
ク が

観測 さ れ て お り，前者 の 豪雨 に よ り玄倉川 の 水量

は 急増 し た 。 図 9 に 示 した よ う に ，玄倉ダ ム の 流

入量 と放流量をみ ると両者 は ほ ぼ
一

致 して い る こ

とが わ か る 。 こ れ は ，丹沢山系 の 南斜 面 で 降 っ た

降水が 上流の 熊木 ダム お よ び巾流 の 玄倉ダ ム に 集

水 され るため，貯水能力が きわめ て 少な い 玄倉 ダ

ム で は流入 した水量 をそ の まま放流せ ざ る を得な

か っ た こ と に よ る もの で あ る。た だ し， 13 日 15
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時か ら 14 日 8 時まで の 放流量 に は発 電水量 （最

大 2．0　m3 ／ s ）が含 まれ て い るが，発電水量 は玄

倉第 1 発電 所 で 発 電 に 使用 し，事故 現場 よ り約

100m 下流 の 丹沢湖 の 上流 に放流 され る た め ，事

故現場や玄倉水位観測所に は流れ て い な い
。

　 ll 時に は玄倉ダム か らの 放流 を一時的 に ス トッ

プ して孤立 した キ ャ ン パ ーの救助を試み たが，ダ

ム の 堤体自体が水圧 に 耐え られず，わず か 5 分後

に 再 びゲ
ー

トを全開 した。11 時 38 分 に は中洲 に

孤立 して い たキ ャ ン パ ー 18 人 が次 々 に 下流 に 流

され始め，1 名は 河岸 に い た人 に ， 4 名は翌 口救

助隊 に よ り救助 されたが，残 り の 13 名 は丹沢湖

で 8 月 29H まで に 遺体で 発見 され た。

6．おわ りに

　1999 年 8 月 13 日夕方か ら 14 日夕方 に かけて，

熱帯低気圧が関更地方西部を通過 した 。 こ の た め ，

太平洋か ら暖湿流 が 流れ込 み，関東 地方酉 部一帯

で は記録的 な豪雨 に 見舞われた。 各種機関か ら得

られ た 降水量資料を解析した結果，丹沢山 系北斜

面 の 青根 で 積算 降水量 531mm を観測 した の を

は じめ，丹沢山系で は 400mm 以上 の 降水域が東

西 20km ，南北 10km の 広範囲 で 観測 さ れ た。

　丹沢山系 の 南斜面に位置する玄倉川流域 で も短

時間豪雨を記録 し，玄倉川 の 水位 が 急激 に 上昇 し

た 。 当時，中洲で テ ン トを設営 して い た キ ャ ン パ ー

は，避難の 呼び掛け に応 じず増水 した 中洲 に孤立

し 18 人が 濁流 に 流さ れ，内 13 人が死亡す る痛ま

しい 事故 に な っ た 。

　山本 ら （1999a ，b，c ） は，1999 年 6 月 291 【の

福岡お よ び広島で 発生 した梅雨前線豪雨 の 特徴に

つ い て ，各種機関で 観測さ れ た降水量 デ ータ を基

に ，短時間豪雨の 解析 を試み て い る 。 本豪 雨 に お

い て も，各種機関 で 観測 さ れ た 降水量 デ
ー

タ は 設

置者や観測デ
ー

タの 利用 日的 の 相違 はあ るが ，局

地的豪雨の 把握や予測に きわ め て 有効 に利活用で

きる こ とが 明 らか に な っ た 。

　今後 は，降水量 の 情報 を 中心 と した 気象 情報 を

リア ル タ イ ム 情報と し て 利用者が イ ン タ
ーネ ッ ト，

i モ ードを は じ め と し て さ まざま な 受信形 態で 情

報が 得 る こ と で ，利用価値が さ ら に 高ま る も の と
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考え られ る 。 さらに，気象 情報 か ら災害 の 発生 を

利用者が的確 に判断で き る ため に ， さ ら な る防災

教育 を早急 に 推 し進 め る こ とが 不可欠で あ る 。
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